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 本年、1月9日（土）に横浜市青少年育成セ

ンター（関内ホール）にて 13：30～16：30 に

おいて、ワークショップ「きかせてください！横浜の

海」（横浜市環境創造局環境科学研究所主

催）にとも浜のメンバー20人が参加した。横浜市

環境創造局では、山下公園前の浄化実験をはじ

めとして、市民との協働を通じてきれいな海づくりを

進めている。その一環として、市民を対象にクイズ

やディスカッションを通じて横浜の海について考え

るワークショップが開催された。コーディネーターは

東京海洋大学海洋科学部准教授の川辺みどり

先生であった。市民の声を引き出す為に、横浜の

海についてのクイズで始まり、会場の空気を一気に

和ませた。また、グループディスカッションなども老若

男女混ざり合ったグループで、楽しく意見交換が出

来た。総勢40名近い参加者が6グループに分か

れ、メモパッドなどで各テーマをＫＪ法（※1）を使

いながら、模造紙にまとめ上げた。 ワークショップの

様子は次頁にお知らせする。 
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ΏΪ ϲЌɚϠ  

̧̧̟ （̩※1）データをまとめるために考案した手法である。データをカードに記述し、カードをグループごとにまとめ

て、図解し、論文等にまとめてゆく。KJ とは、考案者のイニシャル（川喜田二郎東工大名誉教授）に因んでいる。

共同での作業にもよく用いられ、「創造性開発」（または創造的問題解決）に効果があるとされる。 
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 続けてほしいこと 問題だなと思うこと 
やってほしいこと、

やりたいこと 

1  
昔あった臨海学校

（5） 

意識改革（教育問題）

小学校など（４） 

横浜オリジナルの臨

海 学 校 を つ く る

（８） 

2  
企業の水辺部分を

市民に開放（2） 

海と触れ合う場がない

（１） 

海づくり税の導入

（７） 

3  
より海に接することを

継続的に（２） 

一過性のもので、継続性

がない（１） 

どこでも海岸に出る

ことができる（５） 

本号より、とも浜のメンバーをご紹介する。トップバッターは石田理事長と二人三脚で「とも浜」を支えられて

きた副理事長の橋浦重己さんである。タイ国への横浜国際ボランティア協会での活動のご縁で、設立当初

から関わってこられた。とも浜のスタート当初は、「砂浜をつくる！」というスローガンを立てたものの、何をどう

するかさえ分からず、試行錯誤の連続であったと伺う。まず、市民の声を集めるために署名活動を始められ

た。それから 5 年経った今、行政と共に活動ができるほど、夢から現実へと着実に歩みを続けられている。 

橋浦さんは会社の社員の皆さんに「とも浜」のボランティア活動を積極的に進められ、それは、「若いうちにボ

ランティア精神に目覚めてくれることを願い、「私は『縁』を繋いでいるにすぎない」という。また、港南区にある

(株)大八の本社では地域の方々に、毎年 12月になると１俵(60kg)ほどのお米を「お餅」にして、振る舞

うそうである。日頃、地域の方々にご迷惑をかけているので気持ちを表したいと、地域交流を惜しまない。

人とのつながり、社会とのつながり、さらに自然とのつながりを大事にされる志高い我リーダーである。(愛) 

 

    

ЖɚϖϞЎϪϾΕ  
グループ毎に、課題を論議する。川辺みどり先生のご指導の下、議論した結

果をカードに書き入れ、問題別に区分けしながら、模造紙に張り付けていく。 

発表ルール： 

1. 壁に模造紙を張って下さい。 

2. 金色のシール★を一人三枚お持ちください。 

3. 発表の方を一人だけ残して、他のテーブルの発

表を聞いてください。 

4. 「同感！」「いいなぁ！」と思うカードの近くには金

色のシールを貼ってください。 

 

ワークショップで「横浜の海」を皆さん

と一緒に考えた後、とも浜の会員の

方々と中華料理で懇親を深めた。 

No.1 
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今日、地球規模での環境問題が取りざたされ、

陸上では植林等によって緑を増やす運動が推進され

ている。 

 一方、陸地を取り巻く海については、神奈川県地

先の東京湾では工場や一般家庭からの排水の流入

により、N（窒素）や P（リン）といった栄養塩が過

多となる富栄養化が進み、時折赤潮等が発生して

問題になっている。 

 夢ワカメ・ワークショップとは、海藻が海の栄養塩 

を利用して生育することから、海藻育成を通じて富

栄養化した海域の環境を浄化しようとするものであ

る。 

このワークショップでは、神奈川の海でワカメを育

成しながら環境教育・学習の場として活用すること

で、“子どもたちの海への関心が高まること”、“ワカ

メの育成を通じて環境改善の大切さ”、“人と人の

つながりの大切さおもしろさ”を知ることを目的として

いる。       （夢ワカメ・ワークショップHPより）

 

昨年 11月 28日（土）に種付けを行ったワカメが、いよいよ今年 2月 6日（土）に収穫を迎えた。 

皆さんで育てたワカメの総重量は532.5Kg となった。大きいもので2mもあるワカメもあり、育てがいのある立派

なワカメが収穫できた。横浜の海で育った「ワカメ」を食するということが、現実的に起きている。昔の海に戻りつ

つあることを実感した瞬間でもあった。 

また、横浜でみんなが育てたワカメをひとり一葉でもヨード不足で困っているタイやミャンマーの山岳の子達

に食べてもらうために、ワカメを寄付するイベントもあった。ワカメを通して、人と人とのつながり「絆」を作っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：夢ワカメ・ワークショップ実行委員会 

海辺つくり研究会が主体となって実行された。とも浜も本委員会に属し、参加協力をした。 



●● 4 ●● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʁ ЈϪϢɚϟ ̌ʂ <<ּד ΕỆ >> 

 

5 月２９日（土） 総会    （年 1 回・当会） 10 月 16 日～17 日 国際まつり（年 1 回・共

催） 

7 月 25 日（日） すだて   （年 1 回・当会） 4 月 27 日（木） 湊まつり  （年 1 回・共催） 

 

 

横浜 

 

 

として、千葉商科大大学院教授の藤江俊彦先生からイ

ンタービューを受けました。石田理事長は、先祖代々、

海に生き、海で助けられたことが、とも浜の活動を始め

た動機であることや自前の海浜地図を作って行政を粘り

強く説得を続けたことなど、市民運動の小さな実践から

自然との共生を実現していくことを熱っぽくお話されまし

た。 また、社内にCSR事業部を立ち上げ、事業を通じ

て社会貢献をしていく企業姿勢も共感を得られました。 

 藤江先生は「人」と「海」の共生を目指している「とも

浜」の活動は素晴らしい市民主体の活動であることで締

めくくられました。 また、この対談をご縁に、とも浜に入会

していただきました。藤江先生、ありがとうございました！ 

 

「エルネオス」 3 月号に NPO 法人ともに浜をつくる

会の理事長として、また「ソーシャル経営」の実践者

者とし 

3月 18日(木)の 14時から桜木町にある

日本丸の訓練センターにおいて、1 月に行

われた「きかせてください！ 横浜の海」のワ

ークショップの中間報告が、横浜市環境局

主催で行われた。その場に、当日ご指導い

ただいた川辺みどり先生を始め、横浜市職

員の石井彰さん、有識者の方々を交えて 

のワークショップ中間報告、意見など詳しくお

話しをして 頂いた。ただ単に、横浜市民の意

見を吸い上げるだけでなく、公開発表、報告

されることに、大きな意義があることだと改め

て、この取り組みの姿勢に賛同した。「浜づく

り」の改革だけでなく、横浜市行政の今後の

動きにも注目したいところである。 （愛） 

「とも浜」から発信！環境と教育をテーマに学習・実習の活動を行います！ 

 海から学ぶ（環境）／ 海苔の恵みから学ぶ（食育）  

 横浜市の漁業組合員の方々のご協力を得て、海苔の種付け(11 月)から海苔干し（2 月）までを学

習体験を通して、海との関わり、海からの恵みを学びます（横浜の 

小学生も参加）。そして自分で育てた「海苔」を食し、環境の大切 

さを体感します。場所は金沢漁場を予定しており、東京湾の栄養あ 

る海水と自然の残る地形など美味しい海苔の育つ環境が揃ったところ 

で、“My のり”を育てることができます。是非ご参加ください。 
海苔の養殖 


